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第3日曜日は

「家庭の日」

今月の生活のねらい

したしい人に

たよりをしよう
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「
人
生
ふ
た
た
び
歸
ら
ず
」

意
義
あ
る
第
一
歩
を

成
人
お
め
で
と
う
。

新
し
い
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
私
ど
も
の
郷
土
高
萩
が
、
古
い
町
か
ら
脱
皮
し
、
新
生
へ
の
意
欲

に
燃
え
た
っ
て
い
る
時
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る

こ
と
は
、
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
す
。

現
代
は
創
造
の
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
、
お
上
ら
か
な
発
想
か
ら
、
新
し
い
力

を
つ
く
り
出
し
て
行
く
努
力
こ
そ
、
現
在
の
新
し
い
世
代
に
与
え
ら

れ
た
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
れ
い
明
期
と
い
わ
れ
る
明
治
維
新
に
し
て
も
、
長
い
伝
統
に

つ
ち
か
わ
れ
た
Ｈ
本
民
族
の
力
と
、
旧
来
の
ろ
う
習
を
打
ち
破
り
敢

然
と
立
ち
上
が
っ
た
、
当
時
の
青
年
た
ち
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努

力
が
、
世
界
史
上
ま
れ
に
み
る
あ
の
躍
進
を
な
し
遂
げ
た
原
動
力
に

な
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
先
輩
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
き
ず
か
れ

た
日
本
の
現
代
社
会
も
、
と
も
す
る
と
人
間
性
が
経
済
面
の
潟
度
成

長
の
陰
に
か
く
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
弊
害
が
生
じ
は
じ
め
て
お
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
と
き
、
人
間
の
惰
性
、
社
会
の
停
滞
、
因
習
を
た
ち

切
っ
て
、
新
し
い
人
間
社
会
の
価
値
を
つ
く
り
あ
げ
て
行
く
の
は
、

衿
さ
ん
の
力
に
ま
つ
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
今
こ
そ
勇
気
を
も
っ
て
、
新
し
い
時
代
を
つ
く
り
出
す

第
一
走
を
踏
ゑ
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

古
い
伝
統
と
新
し
い
発
展
へ
の
意
欲
の
調
和
の
上
に
た
っ
た
明
る

く
住
み
よ
い
郷
土
高
萩
を
つ
く
り
あ
げ
て
行
く
努
力
こ
そ
現
代
に
生

き
る
私
ど
も
に
与
え
ら
れ
た
、
尊
い
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
輝
か
し
い
未
来
が
あ
り
ま
す
。
「
人
生
ふ
た
ふ
び
帰

ら
ず
」
青
春
の
ひ
と
ふ
き
を
無
為
に
送
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
時
代

に
生
き
る
社
会
人
と
し
て
、
意
義
あ
る
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
て
く
だ

さ
い
。皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
発
展
を
祝
福
し
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
に
い

た
し
ま
す
ｃ

高
萩
市
長
鈴
木
藤
太
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こ
と
し
の
一
月
一
円
現
在
、

高
萩
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で

昭
和
四
五
年
中
に
営
業
、
農
業

そ
の
他
の
事
業
、
株
の
配
当

（
少
額
配
当
を
除
き
、
分
離
配

当
を
含
む
）
不
動
産
、
雑
入
、

譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
人

で
す
。
給
与
所
得
者
は
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
社
や
事

業
所
な
ど
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は

申
告
し
て
い
た
貝
き
ま
す
。

ま
た
、
会
社
、
事
業
所
の
給
与

以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人
や
、

雑
損
、
医
療
費
控
除
を
受
け
た

い
人
も
そ
れ
ぞ
れ
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
告
の
必
要
な
人

こ
と
し
も
、
市
県
民
税
の
申

告
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
ｃ

ご
承
知
の
と
お
り
こ
の
申
告
は

昭
和
四
六
年
度
の
課
税
資
料
と

な
る
も
の
で
す
か
ら
、
納
得
の

行
く
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

正
し
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
・

申
告
期
間
は
二
月
一
六
日
か
ら

三
月
一
五
日
ま
で
坐
す
。

「
期
限
は
三
月
一
五
日

申
告
し
な
い
と
認
め
ら
れ
な

い
、
諸
控
除
」

出張相談の日程表
◆
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

１
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
た
人
（
源
泉
分
離

課
税
を
選
択
し
た
配
当
所
得

の
あ
る
人
は
、
申
告
害
の
「
配

当
に
関
す
る
住
民
税
の
特
例
」

欄
に
、
ほ
か
の
配
当
Ⅱ
少
額
を

除
く
Ⅱ
と
合
算
し
て
下
さ
い
）

２
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先

か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
、

市
役
所
に
提
出
し
て
あ
る
人

３
生
活
保
護
法
に
よ
る
、
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

◆
申
告
を
し
な
い
と

め
ん
ど
う
だ
か
ら
と
か
、
忘

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
申
告
を
し

な
か
っ
た
と
き
は
、
申
告
者
に

有
利
な
「
諸
控
除
」
が
認
め
ら

れ
ず
、
税
の
負
担
が
重
く
な
り
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下組公民＃
◆
で
き
る
だ
け
早
め
に

申
告
書
の
最
終
期
限
は
三
月

一
五
日
ま
で
堂
す
が
、
期
限
ま

ぎ
わ
に
な
り
ま
す
と
、
た
い
へ

ん
こ
ゑ
あ
い
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
説
明
お
よ
び
、

日
程
表
は
す
で
に
送
付
し
ま
し

た
が
、
日
程
表
の
日
時
に
申
告

で
き
な
か
っ
た
人
は
、
三
月
一

五
日
ま
で
に
市
役
所
に
お
い
で

市
県
民
税
ば
か
り
で
な
く
国
民

健
康
保
険
税
に
加
入
し
て
い
る

人
も
、
保
険
税
の
分
ま
で
余
分

な
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
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昭
和
四
五
年
中
に
発
生
し
ま
統
一
標
語
同
旅
館
な
ど
、
多
数
の
ひ
と
が

し
た
全
国
の
火
災
は
、
五
七
五
あ
ぶ
な
い
、
消
し
忘
れ
出
入
す
る
防
火
対
象
物
で
の

一
○
件
で
、
死
亡
者
一
五
○
○
切
り
忘
れ
消
火
‐
通
報
、
避
難
訓
練
の

人
を
越
え
、
戦
後
最
高
の
か
な
実
施
の
期
間
実
施

し
い
記
録
と
な
り
室
し
た
。
春
昭
和
四
六
年
二
月
二
八
日
か
ら
㈱
防
炎
規
制
の
徹
底

季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
春
先
三
月
二
一
日
ま
で
㈲
林
野
、
車
両
火
災
の
予
防

は
火
災
が
発
生
１
’
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７
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ｊ
ｆ
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ｌ
、
７
Ｉ
７
ｆ
７
ｆ
７
ｔ
ｊ
ｉ
ｊ
１
卜
４
市
内
各
事
業
所

轌
蕊
墾
春
の
火
災
予
防
動
運
霊
諦

い
た
め
、
国
民
↓
ｊ
Ｆ
ｊ
ｊ
ｔ
７
Ｉ
７
Ｉ
７
ｆ
７
ｔ
ｊ
Ｉ
７
ｆ
７
ｆ
ｊ
↑
１
〃
ｆ
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ｆ
７
卜
事
項
を
、
市
消

の
防
火
意
識
を
高
揚
し
、
火
災
運
動
中
実
施
す
る
こ
と
か
ら
防
本
部
の
指
導
で
実
施
、
実
効

と
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
㈹
わ
が
家
の
防
火
総
点
検
あ
る
も
の
に
つ
と
め
ま
す
。
市

生
を
防
止
す
る
た
め
、
市
民
一
口
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
民
の
象
な
さ
ん
も
、
こ
の
期
間

丸
と
な
っ
て
こ
の
運
動
に
協
力
ぱ
こ
の
防
止
中
に
、
わ
が
家
の
防
火
総
点
検

く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
い
外
出
時
、
就
寝
前
の
火
の
元
を
実
施
し
火
災
予
防
運
動
に
協

す
。
点
検
の
励
行
力
し
て
く
だ
さ
い
。■

に
な
れ
ば
毎
日
受
付
け
て
お
り

ま
す
。

◆
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

１
印
か
ん

２
社
会
保
険
料
を
支
払
っ

た
領
収
書
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税
を
支
払
っ

た
領
収
書

３
医
療
費
を
支
払
っ
た
領

収
書

４
生
命
保
険
、
簡
易
保
険

の
証
書
お
よ
び
領
収
書

５
給
与
者
の
場
合
は
源
泉

徴
収
害

◆
各
地
で
申
告
方
法
の
出
張
相

談
を
実
施

市
県
民
税
の
申
告
の
方
法
な

ど
の
出
張
相
談
日
を
表
の
よ
う

に
行
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
場

所
へ
必
ず
お
い
で
く
だ
さ
い
。

も
し
、
申
告
を
し
な
つ
か
た

）

リ

り
、
期
限
を
お
く
れ
て
申
告
言

を
提
出
し
た
と
き
は
、
諸
控
除

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
れ

だ
け
税
金
が
増
額
に
な
り
余
計

な
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
相
談
日
に
は
必
ず
お

い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
税
の
碓
定
申
告
害

を
提
出
さ
れ
な
い
方
に
も
個
人

事
業
税
の
申
告
義
務
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
個
人
事
業
税
の
納
税
相
談
の

お
知
ら
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人
に
対
し
て
、
個

人
事
業
税
の
申
告
の
便
宜
を
は

か
る
た
め
、
次
の
日
程
で
納
税

相
談
日
を
設
け
、
相
談
と
申
告

者
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

！ ◆
所
得
税

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

も
二
月
一
五
日
か
ら
三
月
一
五

日
ま
で
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い

確
定
申
告
害
と
納
税
の
計
算
の

し
か
た
、
吉
き
か
た
な
ど
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
日
立
税
務

署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お

日
立
税
務
署
で
は
、
次
の
日
割

で
納
税
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
月
二
日
お
よ
び
九
日
の
両
日

高
萩
市
役
所
三
階
会
議
室
で
行

い
ま
す
。

二
月
二
六
日

二
七
日

三
月
六
日

一
二
日

一
三
日

県
税
務
所

の会
議
室
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消
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出
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二
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呂
写
ニ
ロ
ニ
言
呂
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Ｉ

絶
好
の
天
候
に
恵
ま
れ
た

一
月
一
○
日
、
駅
東
有
明
町
の

市
道
路
上
で
多
数
の
来
賓
を
む

か
え
硴
大
な
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
は
国
旅
掲
揚
に
は
じ
ま
り

殉
職
消
防
川
係
群
の
慰
霊
黙
帖

消
防
功
労
荷
、
、
水
年
勒
統
者
、

消
防
協
力
者
な
ど
へ
の
表
彰
状

の
贈
咄
、
知
州
、
川
本
泊
肋
協

会
長
な
ど
の
表
彰
状
伝
達
が
あ

り
、
続
い
て
新
車
の
披
露
、
棋

範
減
技
、
分
列
行
進
、
最
後
に

全
消
防
車
両
等
の
放
水
油
柳
を

行
い
、
三
時
間
に
及
ぶ
川
初
式

の
幕
を
剛
じ
ま
し
た
。

Kへ

：
三
聟
百
一
・
Ｊ
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画
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軸

一

星

・

三

舎

吉

宮

口

０

凸

■

■

訂

ｖ

‐

，

０

．

こ

こ

守

二

ロ

呂

盲

日

・

Ａ

■

■

宙

Ｙ

０

・

呂

二

二

二

星

三

宮

な
お
、
こ
の
出
初
め
式
で
表

彰
さ
れ
た
ひ
と
び
と
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

▲
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
三
○
年
）

黒
尾
良
藤
田
幸
教
（
分
団

長
）
佐
川
五
郎
兵
衛
（
班
長
）

永
年
勤
続
功
労
革
（
二
○
年
）

小
林
寓
弘
照
川
昭
一
併

川
利
男
小
野
忠
義
矢
漉

徹
作
山
友
信
近
藤
富
直

（
班
長
）
作
山
伝
消
沢
光

明
井
坂
昭
一
（
団
員
）

▲
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

峨
紬
唯
佐
川
勝
一
（
分
団
災
）

勤
統
欺
沼
川
勝
美
（
刑
団
長
）

初
式
需
大

…繍繍鵜議
純『

新鋭機ズラリ 消火体制は万全

藤
田
幸
教
佐
川
勝
一
鈴

木
勝
晴
大
部
菫
（
分
団
長
）

▲
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章
下
山
田
義
郎
（
分
団

長
）

竿
頭
綬
表
彰
矛
四
分
団

▲
高
萩
市
長
感
謝
状
（
退
職
消

防
剛
員
）
遠
藤
嘉
久
岩
間
郡

太
郎
沼
田
式
美
根
本
昭

一
（
元
分
川
長
）
黒
沢
昭
次

（
・
北
副
川
艮
）
今
川
俊
昭

踊
子
市
男
（
元
班
長
）
大
高

通
幹
大
高
進
鈴
木
仲
秋

鈴
木
栄
鈴
木
尋
春
山
昭

士
（
元
川
員
）

▲
消
防
施
設
協
力
者

田
辺
武
雄
作
山
孝
（
上
手

綱
）
鈴
木
勝
正
鳫
久
保
源

蔵
細
金
一
Ⅲ
間
叩
（
赤

浜
）
原
正
（
高
浜
町
）
金
沢

寅
男
（
巧
沌
）
落
合
さ
と

鈴
木
永
造
（
烏
名
）
今
川
丹

（
高
戸
）
鈴
木
一
可
（
多
賀

蓄
雁
協
同
組
合
長
）
菊
地
仁

（
高
萩
炭
砿
株
式
会
社
々
長
）

▲
高
萩
市
消
防
長
感
謝
状
（
湘

防
協
力
者
）
下
山
田
一
郎

（
高
萩
市
農
業
協
同
組
合
長
）

広
木
允
明
（
若
栗
郵
便
局
長
）

鈴
木
一
子
（
秋
山
）
釜
沢
悟

（
安
良
川
）
柴
田
貞
美
（
石

滝
）
大
部
義
雄
（
中
戸
川
）

以
上
敬
称
略

に

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

二
○
才
に
な
り
ま
す
と
、
そ

の
日
か
ら
多
く
の
権
利
が
与
え

ら
れ
、
同
時
に
義
務
が
課
せ
ら

れ
ま
す
が
、
国
民
年
金
加
入
も

そ
の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
国
の
行
う

年
金
制
度
の
一
つ
で
、
年
令
を

と
っ
た
り
、
け
か
を
し
た
り
、

一
家
の
働
き
手
が
死
亡
し
た
り

－
７
１
１
１
Ｊ
し
た
と
き
に
そ

一
れ
ぞ
れ
の
年
令

一
度
一
熟
職
淋

一
制
一
砿
壺
甦
悪
酬

一
金
一
荘
銅
謡
伽
轆

一
年
一
罷
溌
輔

一
珪
民
一
責
き
、
更
に
国

一
な
一
に
お
い
て
も
そ

一
噸
国
一
の
保
険
料
の
半

一
額
を
負
担
し
て

一
若
一
お
り
ま
す
。

一
一

》
こ
の
国
民
年
金

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
陰
》
の
ほ
か
に
厚
生

年
金
、
船
員
保
険
、
各
種
共
済

組
合
な
ど
九
種
類
の
年
金
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
は

昭
和
三
六
年
に
国
民
皆
年
金
制

度
が
確
立
さ
れ
、
国
民
は
必
ず

い
づ
れ
か
の
保
険
に
加
入
す
る

た
て
ま
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
等
の
加
入
者
お
よ
び

配
偶
者
ま
た
は
、
昼
間
部
の
大

学
生
等
を
の
ぞ
い
た
二
○
才
か

ら
五
九
才
ま
で
の
方
は
、
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
毎
日
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

な
り
ま
せ
ん
が
、
二
○
才
に
な
る
最
近
、
｜
」
れ
に
よ
る
障
害
も

っ
た
ば
か
り
の
若
い
人
た
ち
の
非
常
に
多
く
、
そ
の
時
で
は
間

中
に
は
、
年
金
に
対
す
る
意
識
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
安
定
し

が
薄
く
、
年
金
を
実
際
に
も
ら
た
生
活
を
す
る
た
め
に
も
是
非

う
の
は
遠
い
将
来
の
こ
と
の
た
加
入
す
る
こ
と
を
、
お
す
皇
甜

め
に
、
真
剣
に
考
え
よ
う
と
し
し
ま
す
。
二
○
才
に
な
っ
て
、

な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ま
だ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

れ
は
年
金
制
歴
が
十
分
で
な
か
な
い
人
は
、
今
す
ぐ
市
役
所
市

つ
た
過
去
の
こ
と
で
、
今
で
は
民
裸
で
、
加
入
の
続
き
を
と
つ

国
民
年
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
人
が
年
々
増
え
て
お
り
厚
生
年
金
．
そ
の
他
各
穐
年

ま
す
。
金
加
入
者
の
配
偶
君
お
よ
び
、

今
は
兀
気
に
働
い
て
い
て
も
二
○
才
以
上
の
昼
間
部
大
学
生

年
令
を
と
る
に
し
た
が
っ
て
、
で
も
、
希
望
が
あ
れ
ば
川
人
で

伽
け
な
く
な
り
ま
す
。
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
加

生
活
環
境
が
改
菩
さ
れ
、
阪
煉
入
す
る
こ
と
を
お
す
Ｌ
め
し
ま

技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
平
均
寿
す
。

命
が
伸
び
て
お
り
、
今
か
ら
老
な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て

後
の
生
活
を
考
え
準
備
し
て
お
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
市
民
課
脚
民
年
金
の
係
へ
、
お

の
た
め
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

ん
。
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
稗

３
．
Ｆ
／
剖
凹
、
く
Ｈ
ｒ
２
ｄ
Ｅ
ノ
ヨ
日
、
く
ｄ
Ｐ
Ｊ
４
８
、
く
ｄ
目
３
、
日
画
く
ｄ
回
、
、
■
ぞ
ぐ
丞
伊
ぅ
到
り
、
く
０
Ｋ
く
例
リ
ン
ｊ

一
江
陸
州
娩
娠
一
一

一
》
》
・
と
一
口
》
一
心
苣
即
一
号
程
一

種
旭
睡
訓
炎
帥
刎
郵
祁
如
即
如
刈
却
却
２
僅
画

１
門
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
、
く
ろ

一
麺
雷
需
部
評
卜
鋤
詑
鍋
卦
婚
叶
畔
袷
崎
舘
や
州
母
一

破
恥
杯
封
作
診
場

一
た
の
※
垂

ｉ
Ｉ

－587－
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高萩市内駐車禁止規制図室
諏

茨城県公安委員会

駐車禁止を指定する

昭和46年2月1日
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＝剤し

ー －己

〆
１中

マ
リ
者
両

ｒ 5. 巳

’

I
昨
年
一
二
月
二
Ｃ
日
「
体
力

つ
く
り
市
民
駅
伝
」
が
、
一
六

チ
ー
‐
ム
、
二
一
五
人
の
参
加
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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罹
こ
の
一
日

ワ

ー

御

垂
一
旦
誹
澤

一
一
鉾
一
雄
州

たし士
斗
〃
が
駐
小
禁
止

か
垂
一
駐
車
禁
止

り

に
な
り
ま
し

坐
に
。

一
王
一
壱

際
Ｊ１
趣
蝋
注
駝

０１ブ
ー
Ｊ叶

一
の
轌
峠
“
排

I

I
け
る
危
険
を
防
止
、
つ
い
で
交

通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
の
を

、
的
と
し
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
今
回
の
指
定
区
域
は
図
で
示

し
ま
し
た
と
お
り
で
す
が
、
こ

の
他
道
路
交
通
法
第
四
五
条

（
眺
車
を
禁
止
す
る
場
所
）
で

定
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。

１
規
制
時
間

旧
六
号
国
道
お
よ
び
駅
削
通

り
終
日
（
二
四
時
間
）

市
道
午
前
七
時
か
ら

午
後
八
時
ま
で

２
規
制
区
間
路
線

規
制
図
の
と
お
り

３
適
用
除
外
車
輌

、
緊
急
自
動
車

走
路
は
、
市
役
所
を
ス
タ
ー

ト
点
と
し
て
、
関
口
、
和
野
、

市
役
所
入
口
を
二
局
す
そ
三
四

キ
ロ
メ
Ｉ
ト
ル
で
、
次
の
よ
う

｢体力つく:愚恵三

Ｉ
②
郵
便
、
電
報
の
集
配
に
使

用
中
の
車
輌

⑧
清
掃
法
に
基
き
汚
物
の
処

理
に
使
用
中
の
車
輌

③
急
患
の
往
診
に
使
用
中
の

車
輌

⑤
報
道
の
緊
急
取
材
に
使
用

中
の
車
輌

⑥
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
緊

急
作
業
に
使
用
中
の
車
帆

⑦
捜
査
、
交
通
事
故
処
理
、

検
証
中
の
車
仙

⑧
道
路
標
識
類
の
維
持
符
理

の
た
め
の
車
輌

燕
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

が
あ
る
と
き
は
、
警
察
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
道
路
交
通
法
に
よ
り
禁
止
さ

れ
る
部
分
は
、
従
来
ど
お
り

で
す
。

な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
の
部

１
位
加
工
紙
Ａ
チ
ー
ム

－
時
間
国
分
哩
秒

２
位
松
岡
Ｏ
Ｂ

１
別
閉

３
位
加
工
紙
Ｂ

２
Ｗ
弱

高
校
の
部

１
位
高
萩
高
校
定
時
制

１
弱
弧

２
位
高
萩
工
業
高
校

１
師
皿

中
学
校
の
部

１
位
高
萩
中
学
校
Ａ

ｒ
鮨
蝿

２
位
秋
山
中
学
校
Ａ

１
蝿
⑬

３
位
君
田
中
学
校

１
弱
蛇

※
一
般
、
高
校
’
六
区
間

中
学
校
’
三
一
区
間

－588


